
今後のアクションプランの進め方について 

 

１ 地域木材生産連絡調整会議 

○京都府産木材情報共有サポートセンターとの連携、情報の共有や木材生産

者への連絡調整が実施できるよう会議メンバーの見直し追加を行う。 

○民有地に働きかけ、木材生産団地設定区域を拡大する。     

 

２ 協業・一貫施業の展開 

○事業体や、市町村等へ府有林での事例や他府県の状況について情報提供や、

補助制度についてのＰＲを行い、協業の拡大を目指す。 

○また、継続して府有林でモデル事業を実施し、協業作業の検証の場として

活用することも検討する。 

 

３ 京都府産木材情報共有サポートセンターの設立に向けたワーキンググル

ープの開催 

○ 第１回ＷＧ：平成 30年８月 28日（火） 13:30～16:30 

議題 

 ・論点とワーキングの進め方 

 ・特別講演（群馬県森林組合連合会、岩手県森林組合連合会） 

 ・木材需給のマッチングについて 

 

○ 第２回ＷＧ：平成 30年 10月９日（火） 

議題 

 ・供給形態に対する需要者ニーズについて 

 

○ 第３回ＷＧ：平成 30年 10月下旬 

  議題 

   ・目指すべき将来の姿と当面の課題について 

   ・サポートセンター中間案の検討について 

 

○ 第４回ＷＧ：平成 30年 11月上旬 

議題 

 ・サポートセンター中間案の検討 

 

資料２ 


